












調効果も報告されており（Gao et al., 2006; Grannados-
Soto et al., 2002; Kim et al., 2005），末梢から中枢へ伝
達される疼痛伝達を修飾する可能性が示唆されてい
る。さらに，レスベラトロールは現在までに副作用が






（Trigeminal spinal nucleus caudalis: SpVc）は重要な中
継核となっている。また，疼痛伝達経路において広作
動域（Wide-dynamic range neurons: WDR）ニューロン
は関連痛や異常疼痛などの臨床的な痛みの伝達に重要
な役割を果たしていることが示唆されている（Takeda 






















ト活動に対する，レスベラトロール（0.5, 1, 2 mg/kg）
































は投与後 5分後に有意に抑制され（p < 0.05），そ
の効果は 20分後に回復する可逆的効果であった。
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三叉神経系の疼痛伝達経路におけるレスベラトロールの疼痛抑制効果を
発現する作用部位の模式図 
（Rはレスベラトロールを示し，Rの大きさは作用の強さを示す。）
